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　令和４年３月２０日執行の町議会議員選挙で１２人の議員が誕生し、選挙後初となる
議会（臨時会）を、４月４日、５日に開催しました。
　臨時会では、議案審議のほか、正副議長の選挙を行い、議会の役職や委員会等の構成
を決定しました。

　

こ
の
た
び
、
令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
、

副
議
長
の
重
職
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
と

と
も
に
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

一
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

は
、
日
常
生
活
や
地
域
経
済
に
多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て

お
り
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
生
命
と
生
活
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
、
行
政
、
議
会
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
１
日
で
も

早
く
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
議
会
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
町

政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
誠
心
誠
意
取
り
組
み
、
よ
り
身
近

で
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

  

就
任
の
挨
拶

２NO.64

　　委員会構成等　（◎委員長　〇副委員長　以下、 議席番号順）

 長
な が の

野 莊
そういち

一 副議長

正
ま さ き

木 秀
ひ で お

男 議長

▷▷ 新議会の構成

議会選出監査委員
　

　小森　一典

一部事務組合

・公立紀南病院組合議員　　　　：正木　秀男、　西尾　智朗
・田辺周辺広域市町村圏組合議員：正木　秀男、　長野　莊一　
・紀南環境広域施設組合議員　　：正木　秀男、　西尾　智朗
・富田川衛生施設組合議員　　　：正木　秀男、　長野　莊一、　溝口耕太郎、　西尾　智朗
・大辺路衛生施設組合議員　　　：正木　秀男、　長野　莊一、　松田　剛治
・富田川治水組合議員　　　　　：溝口耕太郎、　廣畑　敏雄、　松田　剛治、黒田　武士
・紀南地方老人福祉施設組合議員：正木　秀男
・紀南地方児童福祉施設組合議員：正木　秀男
・後期高齢者医療広域連合議員　：正木　秀男

富田共有財産組合委員
　

　正木　秀男
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①長
な が の

野　莊
そういち

一 (68)
　無所属（椿）

　　議員の紹介　（議員定数 ： １２人、 任期 ：令和４年３月２６日～令和８年３月２５日）

　　委員会構成等　（◎委員長　〇副委員長　以下、 議席番号順）

②堅
か た た

田　府
あつとし

利 (56)
　無所属（堅田）

⑨松
ま つ だ

田　剛
たけはる

治 (55)
　公明党（才野）

④正
ま さ き

木　秀
ひ で お

男 (70)
　無所属（白浜）

⑤廣
ひろはた

畑　敏
と し お

雄 (68)
　日本共産党（中）

⑦西
に し お

尾　智
ともあき

朗 (70)
　無所属（日置）

⑪黒
く ろ だ

田　武
た け し

士 (45)
　無所属（堅田）

⑫辻
つじ

　　成
せ い き

紀 (64)
　無所属（安宅）

⑧水
みずかみ

上久
く み こ

美子 (70)
　無所属（白浜）

⑩小
こ も り

森　一
かずのり

典 (47)
　無所属（日置）

③溝
みぞぐち

口耕
こ う た ろ う

太郎 (62)
　無所属（保呂）

⑥横
よこはた

畑　真
し ん じ

治 (57)
　日本共産党（市鹿野）

①～⑫は議席番号。年齢は令和 4 年 4 月 1 日現在。

総務文教厚生常任委員会

◎松田　剛治　　〇横畑　真治　　溝口耕太郎
　正木　秀男　　　西尾　智朗　　水上久美子

【所管事項】一般行財政、教育、文化、社会福祉、
民生、環境、衛生、消防及び他の委員会に属さ
ない事項の調査並びに議案、請願、陳情等の審査。

議会運営委員会

◎水上久美子　　〇堅田　府利　　長野　莊一
　溝口耕太郎　　　廣畑　敏雄　　松田　剛治

【所管事項】議会運営に関する事項、議長の諮問
に関する事項。

観光建設農林常任委員会

◎廣畑　敏雄　　〇黒田　武士　　長野　莊一
　堅田　府利　　　小森　一典　　辻　　成紀

【所管事項】観光、商工、労働、土木、都市計画、
住宅、水産、農林及び上下水道に関する事項の
調査並びに議案、請願、陳情等の審査。

議会広報特別委員会

◎水上久美子　　〇黒田　武士　　堅田　府利
　横畑　真治　　　西尾　智朗　　辻　　成紀

【所管事項】議会広報の編集事務に関する事項、
議会広報の調査研究に関する事項。



条
例
制
定
・
改
正

○
白
浜
町
事
務
所
及
び
出
張
所
の
設

　

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
に
つ
い
て　

○
白
浜
町
高
齢
者
活
動
促
進
施
設
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
白
浜
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　

つ
い
て

○
白
浜
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の  

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
白
浜
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
白
浜
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

　

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

に
つ
い
て

〇
白
浜
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

　

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

　

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
白
浜
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

　

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

　

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
に
つ
い
て

〇
白
浜
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
白
浜
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
に
つ
い
て

〇
白
浜
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　

つ
い
て

〇
白
浜
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

　

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
白
浜
町
附
属
機
関
設
置
条
例
の
制

　

定
に
つ
い
て

補
正
予
算

○
令
和
３
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
10
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額５

８
８
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
３
８
億
９
８
８
６
万
円

　
主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

【
総
務
費
】

・
地
籍
調
査
事
業

９
３
７
７
万
円

【
民
生
費
】

・
児
童
手
当

△
３
１
６
２
万
円

【
衛
生
費
】

・
公
立
紀
南
病
院
組
合
負
担
金

１
５
９
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

△
１
億
円

▷▷ 令和４年第１回定例会 （2 月 8 日～ 2 月 24 日）

４NO.64

8 日 第１日　【　開会、町長挨拶、提案理由説明　】　
　・会期の決定
　・提案理由説明（条例制定・改正 13 件、補正予算 2 件、令和 4 年度一般会計予算・特別会計
　　　　　　　　　予算計 9 件、令和 4 年度土地開発公社事業計画及び会計予算 1 件、辺地に
　　　　　　　　　係る公共的施設の総合整備計画の策定・一部変更　各 1 件）
　・予算審査特別委員会の設置

17 日 第２日　【　一般質問、提案理由説明　】
　・水上議員、楠本議員、南議員、正木議員　※ P8 ～ P9 に内容記載
　・追加議案の提案理由説明（補正予算 1 件）

24 日 第３日　【　一般質問、提案理由説明　】
　・議案審議（条例制定・改正 13 件、補正予算 3 件、令和 4 年度一般会計予算・特別会計予算
　　　　　　　計 9 件、 令和 4 年度土地開発公社事業計画及び会計予算 1 件、辺地に係る公共
　　　　　　　的施設の総合整備計画の策定・一部変更　各 1 件）
　・委員会発議案件（委員会報告 1 件、閉会中の継続調査・審査申出　各 1 件）



【
農
林
水
産
業
費
】

・
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
耐
性
評
価

事
業

　
　
　

１
０
６
７
万
円

【
土
木
費
】

・
町
道
藤
島
細
野
線
改
良
事
業

５
３
０
０
万
円

・
県
営
事
業
負
担
金

８
３
１
万
円

【
教
育
費
】

・
学
校
保
健
特
別
対
策
事
業

１
２
１
５
万
円

（
詳
細
は
６
頁
参
照
）

○
令
和
３
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
11
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額６９

６
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
３
９
億
６
８
４
６
万
円

　
主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

【
観
光
費
】

・
宿
泊
割
引
ク
ー
ポ
ン
事
業

３
５
０
０
万
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
ク
ー
ポ
ン
販
売
事
業

１
７
０
０
万
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
補
助

１
３
０
０
万
円

（
詳
細
は
７
頁
参
照
）

○
令
和
３
年
度
白
浜
町
国
民
健
康
保
険

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

６
万
２
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

29
億
２
１
２
万
６
千
円

○
令
和
４
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
予

　
算
及
び
特
別
会
計
予
算

　（
詳
細
は
10
～
11
頁
参
照
）

計
画
の
策
定
・
変
更

〇
白
浜
町
の
辺
地
（
川
添
辺
地
）
に

　

係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計

　

画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

〇
白
浜
町
の
辺
地
（
椿
辺
地
）
に
係

　

る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画

　

の
策
定
に
つ
い
て

　
（
詳
細
は
７
頁
参
照
）

           

▽
令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会

　
令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
１
月

18
日
招
集
、
１
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
、
当
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
案
件
に
つ

い
て
審
議
し
、
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

【
工
事
名
】

・
湯
崎
保
育
園
建
設
工
事

【
契
約
金
額
】　　

１
億
８
７
５
５
万
円

【
契
約
の
相
手
】

・
白
浜
町
１
２
９
６
番
地
の
１

　
株
式
会
社　
西
峰
工
務
店

補
正
予
算

○
令
和
３
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
９
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

４
億
４
６
０
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
３
８
億
４
０
０
６
万
円

　
主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

【
民
生
費
】

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給

付
金
事
業　
　
　

４
億
４
６
０
０
万
円

▽
令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会

　

令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
４

月
４
日
招
集
、
２
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
、
議
会
の
内
部
構
成
を
決
定

し
た
ほ
か
、
当
局
か
ら
提
案
さ
れ
た

案
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
て
可
決
、

承
認
、
同
意
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

○
令
和
４
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額１８

８
５
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
１
８
億
４
８
８
５
万
円

　
主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

【
民
生
費
】

・
保
育
士
等
処
遇
改
善
事
業７０

２
万
円

・
空
調
設
備
改
修
工
事
費４

６
０
万
円

条
例
改
正

○
白
浜
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

　

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
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学
校
保
健
特
別
対
策
事
業

Pick up! 1

問
補
助
の
対
象
と
な
る
学
校
は
。

答
町
立
小
学
校
９
校
、
町
立
中
学
校

４
校
で
行
う
事
業
へ
の
支
援
を
予
定

し
て
お
り
、
必
要
と
な
る
経
費
の
２

分
の
１
が
国
で
補
助
さ
れ
ま
す
。

・
小
学
校　
予
算
額
８
５
５
万
円

・
中
学
校　
予
算
額
３
６
０
万
円

問
補
助
対
象
経
費
は
。

答
感
染
症
対
策
の
取
組
で
は
、
各
学

校
が
感
染
症
対
策
を
実
施
し
な
が
ら

教
育
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
保
健
衛
生
用
品
の
整
備
や
、

業
務
委
託
等
に
係
る
経
費
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
消
毒
液
、

不
織
布
マ
ス
ク
な
ど
の
保
健
衛
生
用

品
等
の
追
加
的
な
購
入
経
費
、
教
室

等
の
消
毒
作
業
を
外
注
す
る
た
め
に

必
要
な
経
費
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
学
習
保
障
の
取
組
で

は
、
感
染
症
対
策
等
を
徹
底
し
な
が

ら
、
学
校
で
の
教
育
活
動
や
家
庭
学

習
を
実
施
す
る
た
め
の
教
材
の
購
入

等
が
対
象
と
な
り
、
具
体
的
に
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
必
要
な
通
信
機

器
等
の
運
用
経
費
が
該
当
し
ま
す
。

　
各
学
校
が
児
童
生
徒
の
安
心
安
全
な

学
習
環
境
を
確
保
し
つ
つ
教
育
活
動
を

継
続
す
る
た
め
、
学
校
の
感
染
症
対
策

等
を
講
じ
る
取
組
、
児
童
生
徒
の
学
び

の
保
障
を
す
る
た
め
の
取
組
を
支
援
。

第１回
定例会

人
事
案
件

委
員
の
選
任
・
任
命
に
つ
い
て
、
次

の
方
を
同
意
し
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

〇
白
浜
町
監
査
委
員

・
小こ
も
り森　
一か
ず
の
り典
（
日
置
）

・
𠮷よ
し
だ田　
進す
す
む（
中
）

〇
白
浜
町
教
育
委
員
会
委
員

・
榎え
の
も
と本　
幸ゆ
き
お夫
（
白
浜
）

・
濱は
ま
だ田　

冷れ
い
か香

（
白
浜
）

〇
富
田
共
有
財
産
組
合
委
員
会
委
員

・
正ま
さ
き木　

秀ひ
で
お男

（
白
浜
）

・
新に
っ
た田　

喜よ
し
ひ
さ久

（
富
田
）

専
決
処
分
の
承
認

○
公
益
的
法
人
等
へ
の
白
浜
町
職
員
の

　

派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例

〇
白
浜
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例

〇
白
浜
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

〇
白
浜
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

〇
白
浜
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例

〇
白
浜
町
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け

　

る
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

                                            

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会で審議された議案等をピックアップしてご紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Pick　up! 1　学校保健特別対策事業　

　　　　                                       Pick　up! 2　辺地に係る公共的施設の総合整備計画

　　　　                                       Pick　up! 3　新型コロナウイルス感染症対策事業

注 目注 目
    

記 事記 事



７ NO.64

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画

Pick up! 2

問
辺
地
と
は
。

答
辺
地
と
は
、
交
通
条
件
及
び
自
然

的
、
経
済
的
、
文
化
的
諸
条
件
に
恵

ま
れ
な
い
山
間
地
等
で
、
当
該
地
域

の
中
心
を
含
む
５
平
方
㎞
以
内
の
面

積
の
中
に
50
人
以
上
の
人
口
を
有
し
、

辺
地
度
点
数
が

100
点
以
上
で
あ
る
地

域
の
こ
と
で
す
。

問
辺
地
総
合
整
備
計
画
と
は
。

答
辺
地
と
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る

住
民
の
生
活
水
準
の
著
し
い
格
差
の

是
正
を
図
る
た
め
策
定
す
る
、
当
該

辺
地
に
係
る
公
共
施
設
の
整
備
を
促

進
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。
こ
の
計

画
に
基
づ
く
事
業
に
つ
い
て
は
、
辺

地
対
策
事
業
債
に
よ
り
有
利
な
財
政

措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
計
画
の
対
象
地
域
は
。

答
令
和
３
年
度
ま
で
は
、久
木
辺
地
、

川
添
辺
地
を
対
象
地
域
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
令
和
４
年
度
か
ら
椿
辺
地

を
加
え
た
、
３
つ
の
地
域
を
対
象
地

域
と
し
て
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

白
浜
町
で
は
、「
辺
地
に
係
る
公
共

的
施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上

の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
辺
地
総
合
整
備
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

第１回
定例会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業

Pick up! 3

①
宿
泊
割
引
ク
ー
ポ
ン
事
業

・
宿
泊
客
の
増
加
を
図
り
町
内
消
費

を
拡
大
す
る
た
め
、
予
約
サ
イ
ト
で

宿
泊
割
引
ク
ー
ポ
ン
を
配
布
（
予
算

額
３
５
０
０
万
円
）

・
割
引
率　

50
％
以
内

・
実
施
予
定　

令
和
４
年
度
前
半

②
プ
レ
ミ
ア
ム
ク
ー
ポ
ン
販
売
事
業

・
町
内
消
費
の
拡
大
を
目
的
に
、
プ

レ
ミ
ア
ム
ク
ー
ポ
ン
を
販
売
（
予
算

額
１
７
０
０
万
円
）

・
プ
レ
ミ
ア
ム
率　

25
％

・
実
施
予
定　

令
和
４
年
秋

③
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
補
助

・
町
内
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
、
商

工
会
が
行
う
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
を
補
助
（
予
算
額
１
３
０
０
万
円
）

・
プ
レ
ミ
ア
ム
率　

25
％

・
販
売
数　

１
万
セ
ッ
ト
を
抽
選
販

売
（
１
セ
ッ
ト
５
千
円
分
（
５
０
０

円
×
10
枚
））

・
実
施
予
定　

令
和
４
年
５
月
募
集

開
始
（
※
募
集
開
始
の
案
内
は
白
浜

町
商
工
会
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
①

宿
泊
割
引
ク
ー
ポ
ン
事
業
、
②
プ
レ
ミ

ア
ム
ク
ー
ポ
ン
販
売
事
業
、
③
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
補
助
を
実
施
。

第１回
定例会
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答　
国
や
県
の
方
針
を
踏
ま
え
防
災
計
画
を
改
正
し
対
応

　

問　
防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
６
月
下
旬
ま
で

　
　

答　
行
政
資
源
の
最
適
化
と
効
率
的
な
組
織
運
営
が
重
要

　

問　
町
の
将
来
像
を
見
据
え
た
財
政
運
営
へ
の
考
え
は

一　般　質　問

（町が貸し出しを行う戸別受信機）
※防災情報を受信できます。

問
災
害
時
の
職
員
参
集
訓
練
は
出
来

て
い
る
の
か
。

答
ど
の
よ
う
な
場
合
に
も
速
や
か
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
参
集
訓

練
を
実
施
し
て
参
り
た
い
。

問
町
の
耐
震
化
率
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
。

耐
震
化
等
、
防
災
減
災
で
被
害
軽
減
で

き
る
。
試
算
は
ど
う
か
。

答
耐
震
性
の
有
す
る
住
宅
戸
数
の
割

合
は
約
73
％
、
公
共
施
設

の
耐
震
化
率
は
約
78
％
と

な
っ
て
い
る
。
具
体
的
な

試
算
は
な
い
が
、
少
し
で

も
耐
震
化
が
進
む
よ
う
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
。

問
地
形
や
海
抜
表
記
、
避
難
優
先
経

路
の
確
立
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
独
居

老
人
、
要
介
護
者
に
配
慮
し
た
措
置

等
、
町
の
問
題
点
や
課
題
の
検
証
と
対

策
で
、
防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
具

体
的
に
伺
う
。

答
障
害
者
等
の
災
害
弱
者
に
つ
い
て
、

個
別
避
難
計
画
の
作
成
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

を
作
成
し
、
対
応
に
あ
た
っ
て
い
る
。

問
災
害
時
に
地
域
拠
点
と
な
る
避
難

所
・
避
難
場
所
の
標
識
表
示
板
の
整
備

と
避
難
所
へ
の
誘
導
灯
の
設
置
を
求
め

る
。
現
状
は
ど
う
か
。

答
新
年
度
に
お
い
て
観
光
客
向
け
の

避
難
誘
導
灯
な
ど
の
設
置
を
予
定
し
て

お
り
、
町
が
開
設
す
る
避
難
所
に
つ
い

て
も
、随
時
、表
示
看
板
の
設
置
を
行
っ

て
参
り
た
い
。

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
６
月
下
旬
ま
で

水
みずかみ

上 久
く み こ

美子 議員

楠
くすもと

本 隆
たかのり

典 議員

問
公
債
費
、
扶
助
費
、
人
件
費
等
の

義
務
的
経
費
が
大
半
を
占
め
、
経
常
収

支
比
率
に
影
響
し
、
財
政
の
硬
直
化
が

進
ん
で
い
る
。
町
の
対
応
と
見
解
は
。

答
白
浜
町
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ

き
、
適
正
な
職
員
体
制
の
確
保
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
職
員
の
コ
ス
ト
意
識

の
更
な
る
向
上
を
図
り
、
一
層
の
行
政

資
源
の
最
適
化
及
び
効
率
的
な
組
織
運

営
に
よ
り
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問
経
常
経
費
の
う
ち
、
将
来
大
き
く

負
担
と
な
っ
て
く
る
の
が
公
共
施
設
で

あ
る
。
長
寿
命
化
工
事
を
図
る
計
画
も

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
見
解
は
。

答
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等
に

基
づ
き
、
公
共
施
設
の
最
適
配
置
等
に

努
め
、
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
に

取
り
組
み
た
い
。

問
令
和
４
年
度
大
型
予
算
の
う
ち
、

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
項
目
は
。

答
令
和
４
年
度
事
業
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
円
滑
・
的
確
に
遂
行
し
、
住

民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
し
た
い
。
ま

た
、
湯
崎
保
育
園
建
築
事
業
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
の
卒
園
式
が
新
園
舎

で
開
催
で
き
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
税
収
不
足
が
心
配
さ
れ
る
が
、
白

浜
の
観
光
経
済
を
考
え
る
と
き
、
町
財

政
に
不
安
を
感
じ
る
。
町
の
考
え
は
。

答
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
、
歳
入
の
確
保
は
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
国
県
補
助
事
業
の
積
極
的

な
活
用
に
加
え
、
新
た
な
自
主
財
源
の

創
出
等
に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

収収 入入

福福祉祉ササーービビスス

イインンフフララ整整備備

子子どどもも・・子子育育てて

各各種種行行政政ササーービビスス

自自治治体体財財政政ののルルーールル

支支 出出

「「支支出出」」はは「「収収入入」」のの

範範囲囲ででししかか使使ええまませせんん。。
「「予予算算」」はは「「議議会会」」のの

承承認認ががなないいとと使使ええまませせんん。。

予予 算算

------------

------------

------------

承承

認認

議議 会会

（自治体財政のイメージ図）
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 勝
か つ や

弥 議員

一　般　質　問
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答　
施
設
の
設
置
目
的
等
か
ら
最
適
な
管
理
者
を
選
定

　

問　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
選
定
の
在
り
方
等
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
６
月
下
旬
ま
で

正
ま さ き

木 秀
ひ で お

男 議員

　
　

答　
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
経
済
対
策
等
有
効
な
施
策
を
実
施

　

問　
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
６
月
下
旬
ま
で

防
災
対
策
に
つ
い
て

問
「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
・
ワ
ー

フ
白
浜
」
の
平
成
25
年
開
業
時
に
、
指

定
管
理
者
選
定
の
公
募
も
せ
ず
、
和
歌

山
南
漁
協
を
公
共
的
団
体
だ
と
し
て
指

定
管
理
者
に
決
定
し
て
い
る
。し
か
し
、

実
態
は
漁
協
や
町
が
出
資
し
て
い
な
い

民
間
会
社
が
経
営
し
て
い
る
。
次
の
選

定
時
に
漁
協
が
受
け
な
い
と
き
は
、
半

年
以
上
前
に
通
告
す
る
と
の
協
定
も
守

ら
れ
ず
、直
前
に
町
に
断
り
が
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
民
間
会
社
が
公
募
に
よ
ら

ず
、
継
続
し
て
経
営
し
て
い
る
。
そ
れ

以
降
も
公
募
せ
ず
に
そ
の
民
間
会
社
に

管
理
運
営
を
任
せ
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
取
扱
い
は
町
の
条
例
に
違
反
し
て

い
な
い
の
か
、
町
の
見
解
を
伺
う
。

答
白
浜
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管

理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
第

５
条
に
、
施
設
の
性
格
、
規
模
、
機
能

議議
会会
のの
議議
決決

指指
定定
管管
理理
議議
案案

公公共共施施設設

町町 指指定定管管理理者者

指指定定管管理理料料

事事業業報報告告

管管理理運運営営設設 置置

住住 民民

利利 用用

議議 会会

（（指指定定管管理理者者制制度度のの概概要要））

（指定管理者制度のイメージ図）

等
か
ら
設
置
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の

効
果
が
相
当
程
度
期
待
で
き
る
と
き

は
、公
募
に
よ
ら
ず
、町
出
資
法
人
や
、

公
共
団
体
、
公
共
的
団
体
を
選
定
で
き

る
と
規
定
し
て
お
り
、
同
社
の
設
立
経

過
や
目
的
を
踏
ま
え
、
こ
の

施
設
運
営
に
最
適
な
公
共
的

団
体
と
判
断
し
た
。
そ
こ
を

理
解
い
た
だ
き
、
指
定
管
理

者
選
定
に
係
る
町
議
会
の
判

断
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
第
１
次
・
２
次

産
業
で
働
く
方
々
の
生
活
が
一
変
し
て

い
る
が
、
町
の
現
状
は
ど
う
か
。

答
第
１
次
産
業
で
は
、
水
利
組
合
等

の
負
担
軽
減
の
た
め
、
過
疎
地
域
等
で

の
土
地
改
良
事
業
の
地
元
負
担
割
合
引

下
げ
や
、
農
業
用
揚
水
事
業
補
助
額
の

引
上
げ
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
観

光
関
連
分
野
で
も
、
売
上
の
減
少
な
ど

打
撃
を
受
け
た
事
業
者
に
対
し
、
緊
急

経
済
対
策
等
に
よ
る
支
援
を
行
い
、
事

業
・
雇
用
の
継
続
を
図
っ
て
い
る
。

問
感
染
症
拡
大
を
踏
ま
え
た
専
門
職

の
勤
務
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答
国
や
県
の
感
染
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
に
基
づ
き
、
医
療
等
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
専

門
職
等
人
員
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

問
障
害
者
及
び
幼
児
等
の
感
染
症
対

策
は
で
き
て
い
る
か
。
ま
た
、
濃
厚
接

触
者
へ
の
町
独
自
の
休
業
支
援
は
。

答
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
急
激
な
感
染
拡

大
に
よ
り
更
に
注
意
し
、
感
染
防
止
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、
幼
児
等
の
感
染
対

策
を
徹
底
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
独
自

の
休
業
支
援
策
は
な
い
が
、
国
の
助
成

金
制
度
の
活
用
に
向
け
、
事
業
主
の
方

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
人
材
を

育
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
防

災
士
に
な
る
た
め
の
支
援
は
あ
る
か
。

答
県
に
お
い
て
、
地
域
に
お
け
る
防

災
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
と
し
た
「
紀

の
国
防
災
人
づ
く
り
塾
」
が
定
期
的
に

開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
制
度
を

積
極
的
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

（ワクチン接種会場）



＊議案第１８号　南委員　修正案提案説明（要旨）
①水産業振興費、委託料のうち駐車場管理等業務委託料４００万円を減額する案である。
　町は、湯崎浜広場駐車場の３分の２を優先的に指定管理者側に渡し管理させているが、
　漁協関係者はその駐車場を無料で利用している。また、駐車場運営に係る収入以上に指
　定管理者に本件委託料を支出している。切り詰めることをせず、同じことを繰り返せば
　駐車場経営が赤字で苦しいのは当然である。町は駐車場の経営責任を感じないのか、そ
　の場限りの処方箋で切り抜ける施策に終始している。採算の取れないものは長続きしな
　い。これからは予算を削っていくのも我々議会の仕事だと思っている。漁協関係者が駐
　車場を無料で１年間利用するなら、せめて自分たちで無料で管理してもらうべきだと思
　う。よって、駐車場管理等業務委託料４００万円を減額すべきであると提案する。

②同じく、水産業振興費、委託料のうち漁港管理委託料７２０万円を減額する案である。
　町は、漁港施設の管理にあたり、管理者を指定して漁港管理委託料を支払っている。こ
　の委託料は、管理者側がどこにどんなふうに使ってもよいお金で、特に制約がない。制
　約上で言えば、返還金に使うことも別段問題ないと町は答えている。これに私は疑問を
　感じている。必要な部分に予算を投入していくのは当然であるが、不明瞭な補助金とし
　ての交付ではなく、役割や事業をしっかりと精査、見極めた上で、使用目的を明確化し
　ていく交付形態が求められる。よって、７２０万円の漁港管理委託料を減額すべきであ
　ると提案する。

▷▷ 予算審査特別委員会
　令和４年度白浜町一般会計予算及び特別会計予算計９件、土地開発公社会計予算等１件を審
査するため、２月１８日から２２日のうち３日間で、予算審査特別委員会を開催しました。
　審査の過程では、「一般会計予算」に関する修正動議、「国民健康保険事業特別会計予算」、「後
期高齢者医療特別会計予算」について反対討論がありましたが、付託された１０件は、全て原
案のとおり可決すべきもの、承認すべきものと決しました。

　議案第１８号「令和４年度白浜町一般会計予算議定について」、南委員、廣畑委員から農林
水産業費の水産業費、水産業振興費のうち駐車場管理等業務委託料４００万円を減額、また、
漁港管理費のうち、漁港管理委託料７２０万円を減額する修正案が提出されました。
　提出者の南委員から提案理由の説明を受け、質疑、討論を行った後、起立採決の結果、修正
案は賛成少数により否決されました。

　　》》》》》》 当初予算 （一般会計） の修正案を否決当初予算 （一般会計） の修正案を否決

賛成○　　反対賛成○　　反対×× 採決結果採決結果

正
木
秀
男

堀

匠

楠
本
隆
典

廣
畑
敏
雄

南　

勝
弥

小
森
一
典

辻　

成
紀

松
田
剛
治

溝
口
耕
太
郎

長
野
莊
一

堅
田
府
利

水
上
久
美
子

修正案 否　決 × × ○ ○ × × × × × × ×

原　案 可決すべきもの ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※委員長（正木秀男）は採決には加わりません。※議長 ( 西尾智朗 ) は委員ではありません。

委　員　会　活　動

10NO.64
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委　員　会　活　動

会　計　名 予　算　額
前  年  度  比  較

増  減  額 増減割合
一 般 会 計 118 億 3000 万円　  1 億 8500 万円　 1.6％　
特 別 会 計 87 億 9440 万円　 1 億 5241 万 7 千円　 1.8％　
国民健康保険（事業勘定） 29 億円　  2600 万円　 0.9％　
　〃　（日置診療施設勘定） 1100 万円　  △ 330 万円　 △ 23.1％　
　〃　（三舞診療施設勘定） 500 万円　  △ 310 万円　 △ 38.3％　
　〃　（川添診療施設勘定） 2450 万円　  △ 250 万円　 △ 9.3％　
後 期 高 齢 者 医 療 6 億 8250 万円　  1550 万円　 2.3％　
介 護 保 険 32 億 7800 万円　  6900 万円　 2.2％　
土 地 取 得 2010 万円　  0 円　 0.0％　
簡 易 水 道 事 業 9650 万円　 700 万円　 7.8％　
農 業 集 落 排 水 事 業 1500 万円　  400 万円　 36.4％　
下 水 道 事 業 4 億 1950 万円　  950 万円　 2.3％　
水 道 事 業 13 億 4230 万円　  3031 万 7 千円　 2.3％　

総 合 計 206 億 2440 万円　 3 億 3741 万 7 千円　 1.6％　

＊議案第１９号　廣畑委員　反対討論（要旨）
　国民健康保険は国民皆保険制度の重要な柱であり、財政の赤字を理由に保険料の値上げを行
うべきではなく、国費によって補填すべきであるとの考えから、本件について反対する。

反対

賛成○　　反対賛成○　　反対×× 採決結果採決結果

正
木
秀
男

堀

匠

楠
本
隆
典

廣
畑
敏
雄

南　

勝
弥

小
森
一
典

辻　

成
紀

松
田
剛
治

溝
口
耕
太
郎

長
野
莊
一

堅
田
府
利

水
上
久
美
子

議案第１９号 可決すべきもの 〇 〇 × ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第２０号 可決すべきもの ○ ○ × 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※委員長（正木秀男）は採決には加わりません。※議長 ( 西尾智朗 ) は委員ではありません。

　議案第１９号「令和４年度白浜町国民健康保険事業特別会計予算議定について」、議案第
２０号「令和４年度白浜町後期高齢者医療特別会計予算議定について」について、廣畑委員が
反対討論を行いました。起立採決の結果、賛成多数により、原案は可決すべきものと決しました。

　　》》》》》》 討論のあった議案討論のあった議案

＊議案第２０号　廣畑委員　反対討論（要旨）
　年金生活者の年金が毎年減らされる中、令和４年 10 月から一定以上の所得がある者の窓口負
担を２割とするなど、高齢者の医療費負担の増加を招く本件について反対する。

反対

令和４年度当初予算　予算総額２０６憶２４４０万円
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委　員　会　活　動

▷▷ 議員定数等検討特別委員会

議員定数等検討特別委員会報告書 （抜粋）　
●議員定数、政務活動費の件（委員会報告：令和 3 年１月２２日、令和 3 年 3 月１２日）
　【審査の経過、結果】・昨年度に報告済みのため省略

●議会活性化等に関する取組「委員会構成の件」
　【審査の経過】・委員会構成の各委員の選任については、議会申合せ事項により定めているが、議
　　　　　　　　員定数が削減されたことにより、委員会・特別委員会及び委員長の在り方や委員
　　　　　　　　の選出方法について協議を行った。
　【審査の結果】・総務文教厚生常任委員会：６人　　　・観光建設農林常任委員会：６人
　　　　　　　・議会運営委員会：６人　　　　　　　・（特別委員会）議会広報特別委員会：６人
　　　　　　　・（特別委員会）決算審査特別委員会：全議員（議長、監査委員を除く）　
　　　　　　　・（特別委員会）予算審査特別委員会：全議員（議長を除く）
　　　　　　　・一部事務組合議会議員、各種委員：従来どおり
　　
●議会活性化等に関する取組「議会選出監査委員制度の件」
　【審査の経過】・議選監査委員の在り方については、監査制度に関する全国的な取組状況や当町の
　　　　　　　　課題等について調査等を行い、課題等抽出し議論を重ねたが、委員会の中で、存続・ 
　　　　　　　　廃止で意見が分かれる結果となった。
　【審査の結果】・議選監査委員の存廃について結論を出すことは時期尚早であり、本委員会での協
　　　　　　　　議を終了し、新たな議会での検討事項とする。

●議会活性化等に関する取組「町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例の制定の件」
　【審査の経過】・議会議員としての職責に鑑み、町議会の会議等を長期欠席した場合における当該
　　　　　　　　議員の議員報酬及び期末手当の支給について、条例制定することに決定した。
　【審査の結果】・白浜町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例を制定する。
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▷▷ 町議会・町議会議長の主な動き（1 月～ 3 月）

17 日　 第１回定例会第２日
議会運営委員会

18 日　 予算審査特別委員会

21 日　 予算審査特別委員会
議会運営委員会

22 日　 予算審査特別委員会
議会運営委員会

24 日　 第 1 回定例会第 3 日

25 日　
紀南環境広域施設組合議会
紀南地方老人福祉施設組合議会
紀南地方児童福祉施設組合議会

3 月 2 日　 公立紀南病院組合議会

7 日　 公立紀南病院組合議会

28 日　 新町議会議員説明会

1 月 4 日　 成人式

　　　5 日 消防出初式

 7 日　 和歌山県町村議会議長会　正副会
長会議 （和歌山市）

11 日　 議会運営委員会
白浜町表彰式

12 日　 議会広報特別委員会

17 日　 富田川治水組合議会

18 日　 第 1 回臨時会

21 日　 和歌山県町村議会議長会　理事会
（和歌山市）

29 日　 湯崎保育園建設事業安全祈願祭

2 月 1 日　 議会運営委員会

8 日　
第 1 回定例会第 1 日
全員協議会
議員定数等検討特別委員会
予算審査特別委員会

14 日　 田辺周辺広域市町村圏組合議会
富田川衛生施設組合議会

16 日　 大辺路衛生施設組合議会



町議会に関する情報は
「議会ホームページ」へ

日 月 火 水 木 金 土
5/29 30 31

 議会運営委員会
 10:00 ～

6/1 2 3 4

5 6 7
 第１日
 提案説明等
 10:00~

8
 （休会）
 ※委員会開催や
 議案調査のため

9 10 11

12 13 14 15 16
 第２日
 一般質問
 10:00~

17
 第３日
 一般質問
 10:00~

18
（休会）

19 20 21
第４日
 議案審議
 10:00~

22
 第５日
 議案審議
 10:00~

23 24 26

6 月議会の日程は、5 月 31 日（火）開催予定の議会運営委員会で決定します。
詳細は、議会事務局（43-6591）までお問い合わせください。

開会日

閉会日

編 集 後 記

　議会広報特別委員会
　委 員 長　水上久美子
　副委員長　黒田　武士
　委 員　堅田　府利
　　 　 　　横畑　真治
　　 　 　　西尾　智朗
　　　　　  辻　　成紀

発行：白浜町議会　　編集：議会広報特別委員会　　〒 649-2211　和歌山県西牟婁郡白浜町 1600 番地
TEL  ：0739-43-6591　　FAX：0739-43-5888　   　E-mail：gikai@town.shirahama.lg.jp　

次 回 日 程
次回定例会（6 月）の日程（案）は、次のとおりです。

　令和２年９月議会から、議会広報の一環
として一般質問の様子を FM ビーチステー
ションにて放送しております。（76.4MHz）
　多くの方に聞いてもらえるよう、また、
新型コロナウイルス感染症対策として議会
の傍聴をお控えになる方にかんがみまして、
限られた時間ではございますが、放送を始
めております。放送予定については、議会
のホームページ等でお知らせしていますの
で、是非聞いてみてください。

お 知 ら せ
　令和４年３月２０日執行の町議会議員選
挙により、議会だよりの編集を行う議会広
報特別委員会も新たな委員となりました。
　本委員会では、町民の皆さまに議会の活
動を幅広く知っていただけるよう、各定例
会などの内容をまとめた「白浜町議会だよ
り」を年４回発行しています。また、新型
コロナウイルス感染症の影響など、議会の
傍聴をお控えになられる方への対応とし
て、本会議の様子をインターネットやＦＭ
放送でお伝えするなど、様々な議会広報の
改善にも取り組んでいます。
　今後も分かりやすく、親しみやすい議会
だよりを目指し、委員一同、誠心誠意取り
組んでまいりますので、ご愛読のほどよろ
しくお願いいたします。（委員長）


